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主な記事 

・埋蔵文化財発掘事業発掘開始 

・あつまっ子ふるさと体験教室 

・英語教育推進事業「夢のある英

語教育」の実現を目指して① 

・自治会対抗パークゴルフ大会の

開催について 

・【児童生徒「学習・生活・運動習

慣」向上運動】展開中！ 

・図書室だより 

・放課後子ども教室活動紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ チェック項目 チェック欄 

 １ 食事中もスマホ等を使用していることがある。  

 ２ スマホ等をやっていると、時間が過ぎるのが早いと感じることがある。  

 ３ スマホ等を使いながら外を歩いたり、自転車に乗ったことがある。  

 ４ スマホ等の使用時間が原因で親や家族との会話が少ない。  

 ５ スマホ等が使用できなくなると急に不安になることがある。  

 ６ スマホ等の使用時間が守れないことがある。  

 ７ スマホ等を使用して気が付くと、深夜１２時を過ぎていることがある。  

 ８ スマホ等をそばに置いて勉強するなど、片時も離さないことがある。  

 ９ スマホ等の使用について家族に内緒にしたり、ごまかしたことがある。  

１０ スマホ等以外の趣味や楽しみへの関心がないと思うことがある。  

※スマホ等・・・携帯電話やスマートフォン、携帯ゲーム、インターネットなどのメディアを示します。 

「セルフチェックシート」は、「北海道子どもの生活習慣づくり実行委員会」が作成したものです。 

【児童生徒「学習・生活・運動習慣」向上運動】展開中です！ 

ケータイ・スマホ・ネット依存にならないために…！ 

インターネットやケータイ・スマホにのめりこんでしまうと、生活習慣が乱れ、睡眠時間の減少や集中力の低下な

ど、心身に影響を与える場合があります。 

◆下の「セルフチェックシート」でネットの使い方をチェックしてみましょう。（小学５年生以上対象） 

チェック項目に当てはまるものがあれば、電子メディアの使用状況を確認しましょう。 

 

今年の発掘調査は５月 14日から 10月 31日までの６カ月間で幌内地区での遺跡発掘調査を行います。厚

幌ダムの完成に近づき平成 14 年度から始まった発掘調査は今年で 14 年目。終盤を迎えつつあり、今年は昨

年より 20人少ない 59人で発掘調査にあたります。 

今年は厚真川とショロマ沢との合流点の高台に位置するショロマ１遺跡の発掘調査で、今から約 5,000～

4,000 年前の縄文時代、約９００年前の擦文時代や約６００年前のアイヌ民族の方々の集落跡を発掘調査しま

す。このほか、小規模ではありますが６月中旬から１カ月間の予定で富里地区での約 4,500 年前の縄文時代の

遺跡発掘調査も予定しています。日々一刻と進む厚幌ダム建設工事の様子と合わせて、遺跡発掘現場まで、

ぜひ、足をお運びください。 

また、旧軽舞小学校でも５月から出土品の水洗いや台帳入力などの整理作業も行っており、これまでの出土

品の一部や古い農機具などの展示も見学できます。 

厚幌ダムや厚幌導水路建設工事では江別市に本拠地を置く北海道埋蔵文化財センターも発掘調査を行っ

ており、８カ所の遺跡で千歳市、苫小牧市から約 110人の作業員が従事しています。 

幌内・富里及び軽舞地区などの皆様には発掘調査、整理作業へのご理解とご協力をお願いいたします。 


